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研究成果の概要（和文）：冠動脈造影で中等度病変を有した80病変 (72症例) に対しinstantaneous wave-flow 
ratio (iFR)、fractional flow reserve (FFR)、intravascular ultrasound (IVUS)、optical frequency 
domain imaging (OFDI)を施行した。iFRはFFRと正相関し(r=0.63, p<0.001)、FFRと同様にIVUSの最小内腔面積
(MLA)、OFDIのMLAのいずれとも正相関した (r=0.375, p=0.003、r=0.357, p=0.005)。

研究成果の概要（英文）：Eighty lesions in 72 patients who underwent elective angiography and had 
intermediate lesions were enrolled. All lesions were assessed by instantaneous wave-flow ratio 
iFR), fractional flow reserve (FFR), intravascular ultrasound (IVUS), optical frequency domain 
imaging (OFDI). iFR and FFR demonstrated moderate overall linear correlation with r value of 0.63 (p
<0.001).iFR correlated significantly with both IVUS-derived minimum lumen area (MLA) (r=0.375, p=0.
003) and OFDI-derived MLA (r=0.357, p=0.005). FFR also correlated significantly with both 
IVUS-derived MLA (r=0.472, p<0.001) and OFDI-derived MLA (r=0.445, p<0.001).

研究分野： coronary physiology
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１． 研究開始当初の背景 

Fractional Flow Reserve(FFR)は冠動脈狭窄

の前後の冠動脈圧比で心筋虚血を証明する

指標であり、狭窄前後の血流比を冠動脈圧の

比で代用したものである。これまでは FFR が

0.8 以上であった場合、経皮的冠動脈形成術

（PCI）を行うことで有意に死亡、非致死性

心筋梗塞、再冠動脈血行再建といった心臓イ

ベントが増加したことが報告され、逆に FFR 

0.8 未満の症例に対する PCI は心臓イベント

の抑制効果があると示され、FFR は現在中等

度冠動脈病変の機能的評価のゴールデンス

タンダードとなっている。 

Instantaneous wave free ratio（iFR）は、

FFR と異なり冠動脈狭窄の機能的評価を血管

拡張薬なしに血管内圧のみで評価する新た

な指標であり、手技の時間短縮や患者の負担

軽減が期待される。本研究ではその有用性を

検証した。        

 

２．研究の目的 

① 冠動脈の中等度病変において iFR で得ら

れた結果と、エビデンスの蓄積されたFFR

で得られた結果とがどの程度強固な相関

があるかを示すことで iFR が有用である

ことを証明する。 

② FFR の値と血管内超音波（IVUS）で計測

した最小内腔面積（MLA）の関連性につい

ての報告は多数あるが、光干渉断層画像

（OCT）も同時に行ったものはなく、さら

に iFR と IVUS, OCT の関連性に関しての

報告もない。iFR の値と IVUS 及び OCT の

MLA との相関を示すことでその有用性の

裏付けを行う。 

③ 今回の研究では、OCT の第二世代として

登場した光周波数領域画像（OFDI）を使

用する。OFDI は日本独自の技術で作成さ

れたものであり、正確に血管内腔を描出

する特徴を有するが、未だエビデンスに

乏しい。FFR と iFR 及び OFDI の関連性に

ついて解析を行い、日本からの新たなエ

ビデンス構築を図る。 

 

３．研究の方法 

本研究は、冠動脈に中等度狭窄病変を認めた

患者に対する単施設、前向き症例対照研究で

あった。下記の患者が対象となる。 

1) 冠動脈に FFR及び iFRによる測定が臨床

的に必要とされる中等度狭窄病変を有する

患者。 

2) 同意取得時年齢が 20歳以上 85歳未満で

ある患者。 

3) 患者本人による書面による同意が得ら

れた患者。 

上記患者に対し、冠動脈造影時に中等度狭

窄を有した冠動脈に対し iFR、FFR、IVUS、 

OFDI を順に行った。 

 

４．研究成果 

冠動脈造影検査で、中等度病変を有する 72

患者 80 病変に対し iFR、FFR、IVUS、OFDI を

行った。FFR 陽性例（≤0.80）を 41 病変（51%）

に認め、iFR 陽性例（≤0.89）を 21 病変（26%）

に認めた。 

① iFR は FFR と有意に相関した。(r=0.63, 

p<0.001) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 過去に IVUS の MLA は OCT の MLA よりも

10％程度大きいと報告されている 1)が、

本研究では IVUS の MLA は OFDI の MLA よ

り 4%程度大きく、過去の報告よりもその

割合が小さかった。(2.19±1.05 mm2 vs. 



2.11±1.01 mm2, p<0.001). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ iFRはIVUSのMLA (r=0.375, p=0.003) と

OFDI の MLA (r=0.357, p=0.005)いずれと

も有意な相関関係を示した。 

       

iFR と IVUS の MLA 

 

iFR と OFDI の MLA 

 

また、FFR も iFR 同様 IVUS の MLA 

(r=0.472, p<0.001) と OFDI の MLA 

(r=0.445, p<0.001) )いずれとも有意な

相関関係を示した。 

 

以上より、iFR は FFR と有意な相関関係を示

し、血管内イメージングである IVUS・OFDI

によって得られた解剖学的狭窄度とも、FFR

と同様有意な相関関係を示すことができた。

また、IVUS と OFDI によって得られた測定値

は、過去に報告された IVUS・OCT の関係より

も近似したものであった。 

近年、iFR ガイド PCI が FFR ガイド PCI と

同等の治療成績であったことが大規模臨床

試験 2)3)で示され、その有用性がますます期待

される。 
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